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概 要： NEDO-SIPプログラムの一環として、直径 150 mmの電気自動車 40 kW永久磁石型 5

相交流インホイールモータ（IWM）に搭載する計画のオール SiCハーフブリッジパワーモジュ

ール（HBPM）を設計、試作、評価した。試作した HBPM は IWM に内蔵するインバータの主

回路の一部で、サイズは D35.7×W18.8×H8.0 mmと極めてコンパクト、最大 Tjmax = 200°Cでの高

温動作が可能である。巻き線切り換え機能を有する IWMを PWM駆動するため、一台に 10個

の HBPMが搭載される。直流電源電圧 400 Vを Tj = 120°C、定格 120 Aでスイッチングさせる。

HBPM上下アームの平均オン抵抗は 12.5 mΩ以下であった。定格を超える DC 600 V/160 Aでさ

えも安定なスイッチング動作することを確認した。 

 


